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【背景】血中循環がん細胞(CTC)の検出は予後因子や治療効果の判定となるほか，その細胞

特性を明らかにすることで新たな治療開発への可能性が期待されている．しかしながら各

種がんにおいて検出できる CTC数はごくわずかであり、研究への応用は困難である。そこ

でわれわれは樹状細胞ワクチン作成の際に得られる成分採血検体に着目しCTCを検出を試

みた。 

【方法】まず成分採血（総回路流量：3-5L）にて血球成分（総量 110-180ml、白血球数：

2.2-7.2×104/μl）を抽出し、次にフィコール濃度勾配分離法にて単核球層、中間層、赤血

球及び多核球層に分離。樹状細胞ワクチン作成のための単球を分離後に、残りの単核球層

においては血球分離チューブ（oncoquick；greiner 社）を用い単核球を極力除去した。各

検体からの CTCの検出には veridex社の Cell Search systemを用いた。13症例(大腸癌；

5例，乳癌；3例，前立腺癌；2例，胃癌；1例，膵癌；1例，肺癌；1例) において CTC

を抽出し、各腫瘍での検出率を比較検討した。 

【結果】各種がんにおいて各血球成分からの検出率は異なり，大腸癌の CTC は 4/5 例

（80.0％）が赤血球層から分離され，その CTC 数の平均値は 15±5.2 個であった。一方、

乳癌の CTCは 3/3例（100.0％）が単核球層及び中間層から分離され、両層の CTC数を合

計した平均値は 12.3±11.1 個であった。前立腺癌の CTC については 2/2 例（100.0％）で

検出したものの、1例は単核球層から 11個、中間層から 13個であった。胃癌の CTCは 1/1

例（100.0％）で中間層から 40個の CTCを検出した。 

【結語】各種がんにおいて成分採血検体から高率かつ多くの CTC検出が可能であった。今

後検出効率をさらに改善させ遺伝学的検査および細胞培養系の確立などを行う予定であり、

成分採血検体からの CTCの検出はより個別化したがん治療に繋がると考える。 

 


